
［貼付薬用］

内容 チェック

1 薬効 強い「痛み」を抑える薬です。持続する痛みに効果があります。 □

□ 1日貼付製剤：　1日　1回　　　　枚（　　　時貼替）

□ 3日貼付製剤：　3日に1回　　　　枚（　　　時貼替）

3 副作用

便秘、嘔気・嘔吐、眠気・ふらつき、排尿困難などがあります。
　①便秘
　　腸の動きが低下します。予防的に下剤を一緒に飲むことがあります。
　②嘔気・嘔吐
　　使い始めの時や量を増やした時に現れることが多いです。
　　身体が慣れれば1週間ほどで自然に治まります。
　③眠気
　　数日経つと消えていくことが多いです。
＜患者様の状態に配慮し、必要な情報・分量を考慮して下さい＞

□

4 包装袋の開封は、はさみを使用せず、手でやぶって取り出してください。 □

5 胸・お腹・上腕部・太もものいずれか剥がれにくいところに貼ってください。 □

6
体毛の少ないところに、乾いたタオルでよく拭いて、水分や汗をよく取り除いてから傷口
や皮膚に異常のある場所を避けて貼ってください。

□

7 貼り替える時は、前回貼った場所は避けてください。 □

8 貼った後は、手のひらでしっかり押さえ、手を水道でよく洗ってください。 □

9
医師の指示なく、自分の判断で使うのをやめないでください。
嘔気や嘔吐、頭痛などの症状が出ることがあります。

□

10

貼付部位に熱が加わると、必要以上に薬が体内に吸収されるおそれがあり危険です。
・貼付部位に熱いもの(電気カーペット・カイロ・こたつ等)を近づけないでください。
・熱いお風呂や長時間の入浴は避けてください。
・シャワーは、なるべく貼った部位を避けて浴びてください。
・40℃以上の熱が出た場合には、医師に相談するようにしましょう。

□

11 他の人へ渡してはいけません。 □

12 不要となった場合は病院もしくは薬局に返却して下さい。 □

13 使用中は飲酒は控えるようにして下さい。めまいや眠気が出やすくなります。 □

14 自動車の運転等、危険を伴う機械の操作は行わないで下さい。 □

15 光・湿気を避けて室温保存し、小児やペットの手の届かない所に置いて下さい。 □

16
使用が済んだら、粘着面を内側にして二つに折りたたみ、ビニール袋に入れて
家庭用ゴミとして廃棄してください。

□

17 その他 誤解・不安等に対する説明（必要時）　→　別紙参照 □

1 □

2 □

3 予測される副作用（便秘、嘔気など）に対する対策考慮 □
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